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2021年度通常総会について
2021年度通常総会は2021年4月27日にWeb会議（新型コロナウィルス感染防止のため）により開催され，以下
の議案がすべて原案通り承認されましたので，お知らせします．
第1号議案：｢2020年度事業報告｣ の件
第2号議案：｢2020年度決算報告および監査報告｣ の件
第3号議案：｢2021–2022年度新役員承認｣ の件
報告1：2021年度事業計画
報告2：2021年度収支予算

（第1号議案）

2020年度事業報告書

事業番号：　公1（1本のみ）
事業の内容：　オペレーションズ・リサーチの研究・普及啓発を行う事業

【研究発表会・シンポジウム等の開催】
□事業の趣旨・内容
本事業は，研究発表会・シンポジウム等を通じて，オペレーションズ・リサーチの研究および応用を促進し，オペレー

ションズ・リサーチの進歩と発達を通じて，文化と産業の発展に寄与することを目的とする．

1. 研究発表会
（1） 春季研究発表会：新型コロナウィルス感染防止のため開催直前に中止

3月12日，13日，奈良春日野国際フォーラムにて開催予定
実行委員長：笠原正治（奈良先端科学技術大学院大学）
発表件数165件：アブストラクト集発行
・特別テーマ「万葉とOR」
・特別講演（一般公開）

1）「『紀伊山地の霊場と参詣道』世界遺産登録への道」
田中利典（吉野　金峯山寺長臈）

2）「地域活性イベント創出の現場から」
中野聖子（ホテルサンルート奈良　代表取締役社長）

（2） 秋季研究発表会：新型コロナウィルス感染防止のため5月に全面中止を決定
8月27日，28日，北海道情報大学において開催予定
実行委員長：加地太一（小樽商科大学）
発表件数0件：発表論文募集を中止，アブストラクト集未発行
・特別テーマ「スポーツとOR」
・特別講演（一般公開）：計画を中止

2. シンポジウム
（1） 春季シンポジウム：新型コロナウィルス感染防止のため開催直前に中止

3月11日，奈良春日野国際フォーラムにて開催予定
実行委員長：山下信雄（京都大学）
テーマ「データサイエンス教育の潮流」

学会ニュース
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講演5件：予稿集発行
（2） 秋季シンポジウム：新型コロナウィルス感染防止のため5月に全面中止を決定

8月26日，北海道情報大学において開催予定
実行委員長：西川孝二（北海道科学大学）
テーマ「人工知能とOR」
講演4件

3. ORセミナー
新型コロナウィルス感染防止のため，年度当初，年間4回の計画が1回しか開催できなかった．
（1） 第1回「ExcelソルバーではじめるOR」

・11月29日，Zoomによるオンライン開催
・コーディネーター：永井秀稔（日鉄ソリューションズ（株））
・司会：後藤順哉（中央大学）
・講師：後藤順哉（中央大学），堀田敬介（文教大学）
・参加者64名

（2） 第2回「地理情報システム入門」：再度の緊急事態宣言のため12月に中止決定
・1月23日，東京ガス本社ビル2階大会議室にて開催予定
・コーディネーター・司会：本間裕大（東京大学）
・講師：貞広幸雄（東京大学），渡部大輔（東京海洋大学），長谷川大輔（東京大学），本間裕大（東京大学）

4. 企業事例交流会
（1） 春季企業事例交流会（第45回）：春季研究発表会の中止に伴い中止
（2） 秋季企業事例交流会（第46回）：秋季研究発表会の中止に伴い中止

【機関誌，論文誌の刊行及びインターネット等を利用した情報提供活動】
□事業の趣旨・内容
本事業は，機関誌・論文誌の刊行およびインターネット等を利用した情報提供活動を通じて，オペレーションズ・リサー
チの研究および応用を促進し，オペレーションズ・リサーチの進歩と発達を通じて，文化と産業の発展に寄与することを目
的とする．

1. 機関誌
機関誌「オペレーションズ・リサーチ」を下記のとおり発行した．

発行年月日 巻 号 発行部数
2020年3月1日 65  3 2,300部
2020年4月1日 65  4 2,300部
2020年5月1日 65  5 2,300部
2020年6月1日 65  6 2,200部
2020年7月1日 65  7 2,200部
2020年8月1日 65  8 2,150部
2020年9月1日 65  9 2,100部
2020年10月1日 65 10 2,100部
2020年11月1日 65 11 2,100部
2020年12月1日 65 12 2,100部
2021年1月1日 66  1 2,300部
2021年2月1日 66  2 2,100部
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2. 論文誌
論文誌（Journal of the Operations Research Society of Japan: JORSJ），和文論文誌（Transactions of the Operations 

Research Society of Japan: TORSJ）を下記のとおり発行した． 

発行年月 巻 号 発行部数
2020年4月 63  2 65部
2020年7月 63  3 70部
2020年10月 63  4 70部
2020年12月（TORSJ） 63 40部
2021年1月 64  1 65部

なお，論文誌はインターネット上で無料公開しており，発行部数は紙媒体での部数のみを示している．

【研究部会による調査研究とその公表活動】
□事業の趣旨・内容
本事業は，研究部会による調査研究とその公表活動を通じて，オペレーションズ・リサーチの研究および応用を促進し，

オペレーションズ・リサーチの進歩と発達を通じて，文化と産業の発展に寄与することを目的とする．調査研究にあたって
は，専門の研究部会を組成し，主査・幹事が中心となり研究希望者を公募して行っている．

A 常設部会 主査，幹事 メンバー
開催 

（うち合同）
内　　　容 場所

 1 待ち行列 河西憲一 
（群馬大学） 
木村達明 
（大阪大学）

30名 8回
（1回）

計8回の部会を開催し，発表内容は，待
ち行列，情報通信ネットワーク，生産シ
ステムなど多岐に渡っている．このうち
1回は4部会・グループ（「動的決定モデ
ルとその応用」，「信頼性とその応用」，
「待ち行列」，「量子コンピュータと次世
代計算機活用」）の合同で実施された．
ま た，2021年1月25–27日 に「2020年
度待ち行列シンポジウム」を開催した．

オンライン
（Zoom）開催

 2 数理計画
（RAMP）

吉瀬章子 
（筑波大学） 
高野祐一 
（筑波大学）

33名 1回 10月26, 27日にオンラインでシンポジ
ウムを開催した．テーマは「離散最適化
の最先端」，「離散構造とアルゴリズム」，
「実践的最適化手法とその応用」，「連続
最適化の最近の進歩：理論・アルゴリズ
ム・応用」，「学習と最適化の融合」であ
る．この他に，2件の特別講演を設け，
海外からの講演者を招いた．このよう
に，国内外の様々な分野の第一線でご
活躍の先生方にご講演いただいた．

オンライン

3 評価のOR 後藤美香 
（東京工業大学） 
伊豆永洋一 
（神奈川大学）

10名 3回（1回）定例研究会では毎回2名の講演者を招き，
DEAやその他評価に関連した分析手法
やその応用研究について講演を行った．
本年度全3回のうち1回は「動的決定モ
デルとその応用」研究部会との共催で研
究会を実施した．延参加者57名．

オンライン 
開催
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4 意思決定法 水野隆文 
（名城大学） 
飯田洋市 
（公立諏訪東京理
科大学）

 0名 0回

5 サプライ
チェーン戦略

加納政志 
（株式会社日立製
作所） 
草刈君子 
（ソフトウエアエ
ンジニアリング株
式会社）

24名 1回 サプライチェーンにおける経営戦略，
運用戦略，戦略プロセスに対しOR手法
の現実適用について事例と理論の両面
から研究する．参加者24名（平均24
名）である．活動内容はscsr.jpにて一
般公開している．

オンライン
（Zoom）

B 研究部会 主査，幹事 メンバー
開催 

（うち合同）
内　　　容 場所

 1 最適化と 
その応用

高松瑞代 
（中央大学） 
田中未来 
（統計数理研究所）

10名 3回 定例研究会を3回開催し，7件の講演に
延べ274名が参加した．なお，当初はも
う1回の定例研究会および未来を担う若
手研究者の集いと題した学生を中心と
する研究会を開催する予定だったが，
新型コロナウイルス感染症拡大の状況
を鑑みて中止した．

オンライン会
議システム
Zoom

 2 不確実状況下
における意思
決定とその周
辺

小出　武 
（甲南大学） 
井上真二 
（関西大学）

15名 2回 不確実・不確定な現代社会を対象とし
たマーケティング，金融工学，最適化，
データ工学，機械学習，人工知能など
の関連研究分野に関する研究講演を中
心とした情報交換を行った．延参加者
46名．

オンライン

 3 危機管理と社
会とOR

諸星穂積 
（政策研究大学院
大学） 
鵜飼孝盛 
（防衛大学校） 
佐久間　大 
（防衛大学校）

 9名 5回 危機管理と社会システムを文理融合的
に議論する場を設け，ORの理論と応用
研究に関する話題を，毎回様々な分野
から講師を招いて講演いただき，学際
的な見地からの研究交流を行った．

政策研究大学
院大学

 4 ヘルスケアの
OR

高木英明 
（筑波大学） 
小笠原　悠 
（東京都立大学） 
阪口昌彦 
（大阪電気通信大学）

72名 1回 OR研究者とヘルスケア分野の現場研究
者の交流と，病院経営，医療の実測
データに基づく理論，アルゴリズム，数
理モデル等の研究を推進し，我が国の
課題に応えるORの新たな応用分野の開
拓と普及を図る．

Zoomによる
オンライン開催

 5 インフラの
OR的展望

高嶋隆太 
（東京理科大学） 
鳥海重喜 
（中央大学）

24名 6回 OR的手法を用いることにより，インフ
ラに係わる諸問題を解決することを目
的とし，主に，エネルギー・環境インフ
ラの進展，輸送インフラの地政学と安
全保障，インフラの文明と進化の構造化
に関する研究を遂行した．

オンライン
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 6 超スマート社
会のシステム
デザインのた
めの理論と応
用

牧野和久 
（京都大学） 
山口勇太郎 
（大阪大学） 
森本　陽 
（三菱重工業（株））

 3名 4回 
（1回）

超スマート社会実現のために必要なオ
ペレーションズ・リサーチ関連分野の理
論と応用を発展させる研究会を開催し
た．うち1回は3日間の夏学校を共催し，
延参加者は約340名．

Zoomによる
オンライン開催

 7 動的決定モデ
ルとその応用

來島愛子 
（上智大学） 
吉良知文 
（群馬大学）

13名 5回 
（2回）

今年度は合同開催も含め5回の研究会を
開催しました．最適停止問題，マルコフ
決定過程／ゲームのファイナンスへの
応用，確率モデルの医療への応用など
のトピックについて研究会を開催し，
交流も一層深まりました．

オンライン
（Zoom）

 8 信頼性とその
応用

岡村寛之 
（広島大学） 
鄭　俊俊 
（立命館大学）

26名 5回 
（合同1回， 
国際会議 
共催1回）

信頼性及び保全性に関する理論の発展
と応用分野の拡大を目指し，合同開催
および国際会議共催を含む5回の研究会
を開催した．メンバーの協力で情報関
係など様々な分野の研究者と交流する
ことができ，信頼性の応用を広げるこ
とができた．

Zoomによる
オンライン

 9 エネルギーシ
ステムの進化
とOR

所　健一 
（一般財団法人電
力中央研究所） 
宇田川佑介 
（構造計画研究所）

47名 5回 本研究部会では，少子高齢化による需
要減への対応，脱炭素化へ向けた再生
可能エネルギーの活用など，望ましい
エネルギーシステムの進化を支えるOR
手法の適用方法と，必要となる新たな
方法論について検討する．

オンライン開催

10 データドリブ
ンマーケティ
ング

横山　暁 
（青山学院大学） 
朝日弓未 
（東京理科大学） 
大竹恒平 
（東海大学）

13名 5回 本年度はオリコン株式会社から提供い
ただいた大規模アンケート調査データ
を利用した「データ解析コンペティショ
ン」を開催した．17チームのエント
リー，延べ約100人の参加者があり，
11月末～12月初旬に中間発表会3回，2
月末に最終発表会2回をオンライン
（Zoom）にて開催した．
様々な商品・サービスのアンケートデー
タに対し，各チームが課題をもって
データ集計・分析に取り組み，発表会
を通して成果を報告するとともに，議
論を行った．

オンライン開催

C 研究グループ 主査，幹事 メンバー
開催 

（うち合同）
内　　　容 場所

 1 地域課題解決
のOR

鈴木　勉 
（筑波大学） 
石井儀光 
（国土技術政策総
合研究所）

50名 3回 OR手法を通して都市や地域の現象に関
する諸問題に取り組んでいる研究者や
学生を対象とする発表や議論の場とし
て，セミナー・ワークショップを3回開
催した．延発表数80件，延参加者数
174名であった．

筑波大学
（Web開催）
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 2 量子コンピュー
タと次世代計
算機活用

大輪拓也 
（九州工業大学） 
矢実貴志 
（株式会社NTT
データ）

8名 4回
（1回）

量子コンピュータやイジングマシンな
どを含む次世代計算機を用いて，最適
化をはじめとしたORの問題や実社会に
おける具体的な課題に対する活用方法
を検討するために，計4回の研究集会を
開催した．延参加者132名．

すべて 
オンライン 
開催

【表彰活動】
□事業の趣旨・内容
本事業は，表彰活動を通じて，オペレーションズ・リサーチの研究および応用を促進し，オペレーションズ・リサーチの
進歩と発達を通じて，文化と産業の発展に寄与することを目的とする．

1. 春季表彰
（1） 第21回業績賞

・鈴木敦夫（南山大学）
（2） 第45回普及賞

・田辺隆人（株式会社NTTデータ数理システム）
・生田目崇（中央大学）

（3） 第44回実施賞
・筑波大学未来社会工学研究開発センター

2． 秋季表彰
（1） 第10回研究賞

・岡本吉央（電気通信大学）
（2） 第10回研究賞奨励賞

・東川雄哉（兵庫県立大学）
・鮏川矩義（東京理科大学）
・井上文彰（大阪大学）
・宮内敦史（東京大学）

（3） 第10回論文賞
・霧生拓也（三菱UFJトラスト投資工学研究所），枇々木規雄（慶應義塾大学）

（4） 第38回学生論文賞
・東　吾大（修論　東京工業大学）
・田辺広樹（修論　京都大学）
・池田基樹（修論　東京大学）
・増村雄哉（修論　大阪大学）
・大内克久（修論　京都大学）
・ZHONG DAI（修論　筑波大学）

【海外研究助成事業】
□事業の趣旨・内容
本事業は，若手オペレーションズ・リサーチ研究者に対する海外研究助成により，海外の研究機関とのオペレーション

ズ・リサーチの研究および応用に関する連携を一段と進化および拡大させ，オペレーションズ・リサーチの進歩と発達を通
じて，文化と産業の発展に寄与することを目的とする．

2020年度は，次の1名を選考したが，新型コロナウィルス感染拡大のため，派遣は保留となった．
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（1） 伊藤　勝（日本大学）
派遣期間：8月16日～9月16日
派遣先： 米国Department of Industrial and Systems Engineering, University of Minnesota  

Zhaosong Lu教授

【支部活動】
1. 北海道支部

活動 年月日 場所 内　　　容

総会 2020/2/21
小樽商科大学
サテライト
中講義室

2019年度事業報告，決算，
2020年度事業計画，予算，役員

講演会1 2021/2/9
オンライン
（Zoom）

講師：土田安紘（AWL株式会社）
講演題目：I映像解析技術を応用した観光地三密対策の取り組みについて
参加者：14名

2. 東北支部
活動 年月日 場所 内　　　容

総会 2020/6/6 オンライン 2019年度事業報告，2019年度決算，2020年度事業計画についてなど
会議 2020/11/26 オンライン 東北支部運営委員会

セミナー 2020/11/29
オンライン
および
福島大学

東北ORセミナー若手研究交流会
東北地方を中心とした若手研究者の育成と学生会員数の増加を図るための研究発
表会．主として学生に研究発表と人的交流の場を提供し，個々の大学や研究室を
超えた地域全体での若手研究者育成，および研究者同士の共同研究も視野に入れ
て東北地方の包括的な研究活性化を目的としている．今年度は，2020年11月29
日（日）にオンラインおよび福島大学で開催した．22名（うち学生13名）の参加
者を集めて，盛況のうちに無事終了することができた．詳細は下記サイト参照．
http://www.akita-pu.ac.jp/system/mse/mis/inakawa/public/tors/seminar 
2020/

3. 中部支部
活動 年月日 場所 内　　　容

総会 2020/2/29 メール審議
2019年度事業報告・決算報告，
2020年度事業計画・予算・役員選出・審議・承認

SSOR中部支
部2020
中部支部研究
発表会

2020/8/22 オンライン開催
中部支部研究発表会は2/29に予定されていたがコロナ禍の影響で中止と
なったため，SSORと合同で8月に開催した．
発表17件，事前登録者55名（瞬間参加者37名）

特別講演 2020/8/22 オンライン開催
「配送計画問題に対する局所探索法とその応用」橋本英樹（東京海洋大学）
事前登録者55名（瞬間参加者37名）

2020年度OR
学会中部支部
シンポジウム

2020/12/12 オンライン開催

テーマ「スケジューリングの理論・実務とOR」
「サプライチェーン最適化における数理技術の実践」中尾芳隆（キヤノンIT
ソリューションズ株式会社）
「辞書式二目的最適化問題の定式化例とアルゴリズム」軽野義行（京都工芸
繊維大学）
「解の多様性を考える」池上敦子（成蹊大学）
事前登録者70名（最大瞬間参加者55名）
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4. 関西支部
活動 年月日 場所 内　　　容

支部総会

2020/3/24–
4/3
（メール投票
期間）

対面形式で予定をしていたが，新型コロナウイルス感染症拡大のため，
メールにて審議・報告を行った．2019年度事業報告・決算および2020年度
事業計画・予算などが承認された．
有効投票数：57通．

支部SSOR
（※未開催）

2020/10/03–
10/04

新型コロナウイルス感染症の影響で，合宿形式での開催が難しいことから
中止された．

支部シンポジ
ウム

2020/11/14 中央電気倶楽部

実行委員長：牧野和久（京都大学）
参加者：会場での参加者17名，オンライン配信視聴者52名
1. 福永拓郎（中央大学）「不確実性下での適応的最適化」
2. 前原貴憲（理化学研究所）「束上の劣モジュラ関数最大化」
3. 河瀬康志（東京大学）「オンラインナップサック問題に対するアルゴリズム」
4.  後藤順哉（中央大学）「分布的ロバスト最適化モデリング―解釈と実用へ
の示唆」

5.  黒木裕介（ヤマトホールディングス株式会社）「ヤマト運輸プログラミン
グコンテスト2019を振り返って」

支部運営 
委員会

第1回：
2020/12/04, 
第2回：
2021/02/19

Zoomにて開催
第1回：出席者18名，委任状提出16名　計34名
第2回：出席者26名，委任状提出8名　計34名

5. 中国・四国支部
活動 年月日 場所 内　　　容

支部総会
2020/3/24–
30

メール会議
令和元年度支部活動・決算の報告
令和2年度支部役員・活動計画・予算の承認

SSOR
2020/11/21–
22

オンライン
（Zoom）

中国・四国支部では，若手研究者の育成のために様々な取り組みを行って
いる中，その活動の一環として，若手の研究発表を中心とした研究発表会
を開催した．初日に懇親会を設けることで，多くの意見交換が為されると
ともに，親睦を深めることができた．（参加者：30名（内　学生18名））

支部シンポジ
ウム

2020/12/26
オンライン
（Zoom）

本シンポジウムでは，現場の第一線でご活躍されている講師4名を招待した．
社会に役立つ様々な応用を前提とした確率モデルの実例をご紹介いただき，
実現象をどのようにモデル化したのかについてわかりやすく解説していた
だいた．（参加者：12名）

支部研究部会 2021/2/16 鳥取大学
部会名「プロジェクトマネジメントと確率モデル」
主催講演会：1件（講師2名）

支部研究部会 2020/12/12
オンライン
（Zoom）

部会名「SCM&サービス工学」
主催講演会：1件（講師2名）

支部研究部会
2020/12/8 オンライン

（Zoomまたは
TEAMS）

部会名「ORと数学」
共催研究会：3件（講師4名）2021/2/12

2021/2/17

講演会 2020/12/19
オンライン
（Zoom）

講師：阪口龍彦（近畿大学工学部情報学科准教授）
講師：廣瀬英雄（久留米大学バイオ統計センター客員教授，中央大学研究
開発機構機構教授）
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6. 九州支部
活動 年月日 場所 内　　　容

総会 2020/3/21 メール審議
2019年度活動報告，2020年度活動計画
参加者人数：22名

支部事業
SSOR

2020/11/28

ハイブリット式：
・博多会場
・北九州ブース
・名古屋ブース
・オンライン

ハイブリット式の九州地区における若手研究者中心の交流会
発表件数：16件
参加者人数：31名
表彰：4件
【最優秀発表賞（大学院生の部）】木谷裕紀（名古屋大学）
【最優秀発表賞（学部生の部）】塩田拓海（九州工業大学）
【優秀発表賞（大学院生の部）】Thitiwat Ruangsakorn（福岡工業大学）
【優秀発表賞（学部生の部）】大塚あいみ（北九州市立大学）

講演会 2020/11/28

ハイブリット式：
・博多会場
・北九州ブース
・名古屋ブース
・オンライン

講師：横田将生（福岡工業大学）
題目： 「自然言語を介する人間とロボットによる協調的問題発見と解決に向

けて」
参加者人数：33名

講演会 2020/12/12
ハイブリット式：
・福岡工業大学
・オンライン

講師：藤本晶子（九州工業大学大学院情報工学研究院知能情報工学研究系）
題目：「データサイエンスとして視る宇宙天気」
参加者人数：17名

研究会 2020/12/12
ハイブリット式：
・福岡工業大学
・オンライン

講師：君野理絵（長崎大学大学院経済学研究科）
題目：「中等商業教育における非認知能力育成のDEAによる効率測定」
講師：新井友梨（長崎大学大学院経済学研究科）
題目：「DEAによる舞台芸術に携わる非営利事業体の効率性分析」
参加者人数：17名

【会議】　
1. 通常総会

2020年4月25日（Zoomによりオンライン開催）
1.　2019年度事業報告の件 承認
2.　2019年度収支計算報告および監査報告の件 〃
3.　2020–2021年度役員承認の件 〃

2. 理事会（略）
【役員】
理事（非常勤） 監事（非常勤）
定数：12人から18人（現在：17人） 定数：2人（現在：2人）
任期：2年 任期：2年

【職員】（略）
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【会員状況】

1. 2020年度通算（2020/3/1～2021/2/28）

名誉会員
正会員 学生会員 賛助会員

合計
一般

シニア・
特別

有料 無料 A種 B種

2020.3.1  13  1428   71  7   237 37（46） 19（19）  1812 
入会 　 31    1   3 59 2（2）     96
退会 ▲1 ▲41 ▲14 ▲1 ▲104 ▲2（2） ▲3（3） ▲166
資格喪失 ▲26  ▲26

移動

学→正   24   ▲ 24     0
正→学 ▲ 2        2     0
正→シ ▲ 9    9     0
シ→正     0
正→名  1 ▲ 1     0

今期間増減  0 ▲24 ▲4 2 ▲67 0（0） ▲3（3）  ▲96
2021.2.28現在 13 1404  67 9 170 37（46） 16（16）  1716

（　）内は口数

2. 支部別会員数

支部 名誉会員
正会員 学生会員 賛助会員

合計
一般

シニア・
特別

有料 無料 A種 B種

北海道 　 41 2 2 　 　 45
東北 44 2 1 5 　 　 52
中部 112 11 1 18 　 1　 143
関西 2 185 10 1 15 5 　 218
中国・四国 　 64 4 3 1 　 72
九州 　 65 4 1 12 　 　 82
本部 11 893 34 5 115 31 15 1104
2021.2.28現在 13 1404 67 9 170 37（46） 16（16） 1716

（　）内は口数
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（第3号議案）

2021–2022年度役員候補者の件

会務 定数 改選数 非改選役員 新役員
会　長 1 0 田口　東（中央大学）
副会長 3 2 田辺隆人（（株）NTTデータ数理システム） 田村明久（慶應義塾大学）

山田昭雄（日本電気（株））
庶務理事 2 1 原田耕平（（株）NTTデータ数理システム） 鳥海重喜（中央大学）
国際理事 1 1 鵜飼隆盛（防衛大学校）
研究普及理事 2 1 永井秀稔（日鉄ソリューションズ（株）） 山下　真（東京工業大学）
編集理事 2 1 土谷　隆（政策研究大学院大学） 野々部宏司（法政大学）
会計理事 1 0 諸星穂積（政策研究大学院大学）
渉外理事 1 0 西松　研（NTTネットワーク基盤研究所）
広報理事 1 0 森口聡子（東京都立大学）
支部理事 1 1 奥田隆史（愛知県立大学）
大会理事 1 0 古川哲也（九州大学） 田中　環（新潟大学）
無任所理事 2 1 （欠員）
監　事 2 1 細田順子（（株）日立製作所） 松林伸生（慶應義塾大学）
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